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質
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主
意
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占
領
軍
の
命
令
に
よ
り
昭
和
二
十
一
年
三
月
十
四
日
、
宮
崎
県
細
島
沖
に
お
い
て
旧
日
本
軍
隊
の
使
用
し
た
爆

弾
を
海
中
に
投
下
作
業
中
、
暴
発
に
よ
り
爆
死
（
警
察
官
一
名
を
含
む
。
）
し
た
十
名
の
被
害
者
の
遺
族
に
対
す
る

補
償
に
つ
い
て
、
昭
和
二
十
九
年
に
至
り
一
名
に
対
し
五
万
三
千
円
を
支
給
さ
れ
た
が
、
遺
族
は
右
の
補
償
裁
定

額
を
不
十
分
と
し
て
再
三
に
わ
た
り
十
分
な
る
補
償
の
申
請
を
行
な
つ
て
い
る
。 

右
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
再
裁
定
の
上
、
補
償
額
を
増
額
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
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